
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

2015 年度 一般社団法人淡路青年会議所 
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～日本創生神話 伝承の地 体感プログラム～ 
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淡路島 NEXT STAGE 
～革新が伝統を創る～ 

 

趣意書 
一般社団法人 淡路青年会議所 

理事長 平川 智己 

2015年度社会開発事業 

我々、一般社団法人淡路青年会議所は 1963 年の設立以来、「淡路はひとつ」の理念のも

と、「明るい豊かな淡路島」の創造に向け、会員相互の啓発と交流、そして地域との協働に

より社会の発展に貢献することを目的とし、日々活動を行っております。 

 

我が国のインバウンド（外国人旅行者）は年々増加傾向にあり、2014年には 1300万人を

突破しました。政府は 2020 年の東京オリンピックに向け 2000 万人の目標を掲げています

が、現在それを上回る勢いで加速しています。また同時に、東京一極集中ではなく地方に人

の流れを分散させる動きを国策として行っており、それぞれの地域でしっかりとインバウン

ドの受け入れ態勢を整備していくことが、地域の活性化に必要不可欠であると考えます。 

淡路島は、豊かな自然に彩られ、一年を通して温暖な気候を持ち、色あせることのない伝

統芸能そして、御食国と詠われた食文化を今日まで紡いできました。さらに大阪・神戸とい

った都市を近隣に持ち、四国への玄関口であるという立地条件を活かし、関西圏の身近なリ

ゾート地域を形成しています。そして何より、我が国最古の歴史書である「古事記」の冒頭

に記された国生み神話の舞台であり、日本で最初に誕生した島、日本のはじまりの地という

アイデンティティーを持っています。このアイデンティティーこそが我々が誇るものである

と同時に、この特色を国際社会に向けて発信することが、最重要課題であると確信しており

ます。なぜならば、観光庁のデータにもあるように、欧米を中心とした方々の日本への主な

旅行目的として、歴史や文化体験に重きを置いており、まさに日本の原点という最古の歴史

に培われた唯一無二の特色を持つ淡路島は、他の地域にはない素晴らしい価値を提供できる

ものと考えます。 

本年度は「HISTORY OF KUNIUMI～日本創生神話 伝承の地 体感プログラム～」とし

て、淡路島の神話に彩られた歴史、そして受け継がれてきた食文化を体感していただきま

す。本事業を通じて、日本のはじまりの地にて、日本人の原点にふれていただくことは、

必ずや事業にご参加いただける外国の方々の心に響くものと考えます。またそれだけでは

なく、地域の独自性を磨き上げ、それぞれの地域が光り輝く一つの方向性を示すことはす

なわち、日本のインバウンド観光における道筋を示すことに繋がるものと確信いたします。 

何卒その趣旨をご理解いただき、ご協力とご賛同いただきますようどうぞよろしくお願い

申し上げます。 
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企画書 

 

●事 業名称   「HISTORY OF KUNIUMI～日本創生神話 伝承の地 体感プロ

グラム～」 

 

●実 施日時    2015年 10月 28日（水）  

※全体行程：9時 00分～21時 30分 

（新大阪発－新神戸立寄り－淡路島での事業－新神戸立寄り－新大阪着） 

 ※事業行程：11時 30分～19時 30分 

 

●実 施場所   ・うずの丘 大鳴門橋記念館 

〒656-0503 兵庫県南あわじ市福良丙 936-3 TEL：0799-52-0489 

・沼島  

〒656-0961 兵庫県南あわじ市沼島 

・伊弉諾神宮  

〒656-1521 兵庫県淡路市多賀 740  TEL：0799‐80‐5001 

 

●実 施主体    一般社団法人淡路青年会議所 

 

●実施責任者    一般社団法人淡路青年会議所 理事長 平川 智己 

          〒656‐0013 兵庫県洲本市下加茂 1-1-86辰岡ビル 2階 

          TEL：0799‐22‐6611 

 

●担 当窓口    一般社団法人淡路青年会議所 社会開発委員会 委員長 時枝 弘記 

 

●対 象 者    日本国内在住の外国人参加者 ５０名まで 


